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 日本における高齢化社会を背景に介護サービスに対する一層の充実が期待されているなか, そうしたサー

ビスの中のひとつに薬の使用に関わるさまざまな介助サービスが必須となりつつある。ホームヘルパーや介護

福祉士などのいわゆる介護の専門職は, 必ずしも薬の情報に明るくはないが, 介護サービス利用者からの薬

に関わる介助要望については, 日々増す状況にある。こうした介護職が抱えている, 薬に関するさまざまな問

題点を明らかにすべくアンケート調査を実施した。 

 利用者の服薬状況に関する調査を分析した結果, 介護職が利用者の薬に高い関心を示すおもな理由として, 

利用者の健康維持のための服薬確認と不測時の予防対策があげられた。利用者への薬に関する介助経験につい

ては, 「ある」と答えた回答者が極めて高く (回答者 93 名のうち 86.3%), 薬に関する介助そのものが主要

な介護業務のひとつとなっている一方, 多くの介護職がそのための自学時間を確保できていない現状が明ら

かになった。さらに介護職からの要望として, 薬に関する定期的な勉強会を地元大学で開催して欲しいという

回答も多く見られた。これらのことより, 薬学部を設置している大学による地域社会での具体的な取組みが必

要と思われる。 
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背景および目的 

平成 20 年度の診療報酬改定は居住系施設入居者に対す

る医療サービスの評価や訪問薬剤管理指導の充実などの点

において, 居宅あるいは在宅医療への誘導を強く推し示す

内容であった。折しも銚子市においては, 医師不足などの

理由から銚子市立総合病院がその年の９月末で休止する事

態（平成 22 年 5 月に再開）となり, 多くの入院患者が別
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の病院へ転入院するか, 中には在宅医療を強いられる患者

も発生し, 社会問題となった。 

 日本における高齢化社会を背景に, 介護サービスに対す

る一層の充実が期待されていることは言うまでもないが, 

そうしたサービスの中のひとつに薬（医薬品）の使用に関

わるさまざまな介助サービスが必須となりつつある。事実, 

多くの事例が発生して現場が混乱するなか, 厚生労働省

（医政局長名義）より各都道府県知事宛に医薬品の使用の

介助に関する通知がなされた（医政発第0726005号：平成 

17 年 7 月 26 日付）。これにより, 介護サービスを提供す

る側（介護者）がそれを必要とする要介護者（利用者）に

対して, どこまでの介助が許容範囲であるかがある程度明

確になった。 

 ホームヘルパーや介護福祉士などのいわゆる介護の専門

職は, 必ずしも薬の情報に明るくはないが, 一方で利用者

は薬に関わる介助をさまざまな場面で, かつさまざまな薬

剤を持って要求してくる。こうした現実から, 介護職の多

くは事前に調べる間もなく「この介助方法は正しいのか？」, 

「そもそもこうした介助は介護職が行って良いのだろう

か？」と日々不安にさらされている。平成 20 年度の診療

報酬改定を受け, 充実したはずの訪問薬剤管理指導におい

ても, 残念ながら未だ全国において普及している状況下で

もない（この理由については, 主旨が異なるために本稿で

は触れないこととする）。 

 このような現状を踏まえ, 今回, 銚子市地域包括支援セ

ンターらの協力のもと, 銚子市とその近隣の一部市町村へ

の介護施設に対して, 介護職が抱えている薬に関するさま

ざまな問題を明らかにすべく, 選択または記述回答式のア

ンケート調査を実施したので報告する。 

 

 

方法 

 

調査地域およびその対象者 

 千葉県銚子市を中心とした千葉県北東部（旭市, 東庄町

の一部）および茨城県南部（神栖市の一部）を調査地域と

した。 

 ホームヘルパーや介護福祉士など, 要介護者の薬を取り

扱う幅広い職種を対象に, 施設に宛てた調査を実施（平成 

21 年 7 月）した。 

 

 

アンケート作成 

 介護職が抱えている薬に関するさまざまな問題を明らか

にすべく, 選択または記述回答式のアンケートを作成した。

具体的な設問（Q1〜Q14）については以下に記した。 

 

Q1.ご担当の要介護者（以下, 利用者）における「薬」の使

用（または服薬）状況についてどの程度, 把握されていま

すか？ [３択] 

 ①十分に把握 ・ ②ある程度 ・ ③ほとんど知らない 

Q2.介護職は利用者の「服薬状況」, あるいは「薬の情報」

について理解しておくべきでしょうか？ 

[２択および記述] 

 ①知っておいた方が良い ・ ②知らなくても問題ない 

 ①を選ばれた方はその理由を下記にお答え下さい。 

Q3.利用者への「薬に関する介助」の経験はありますか？ 

[２択] 

 ①ある ・ ②ない 

Q4.Q3 で①を選んだ方に, その人数と頻度についてお尋ね

します。 [３択および記述] 

 ①毎回 ・ ②   回／週 ・ ③   回／月 

 およその人数をお書き下さい     人くらい 

Q5.「薬に関する介助」とは, 具体的にどのような行為です

か？ [複数選択および記述] 

① 服薬の補佐 ・ ②湿布貼付 ・ ③軟膏の塗布・ 

④点眼の補佐 ・ ⑤自己注射補佐 ・ ⑥坐薬挿入・ 

⑦吸入補佐 ・ ⑧浣腸薬注入・ 

⑨その他（その行為は？         ） 

Q6.Q5 で「服薬の補佐」を選んだ方に, その内容について

お尋ねします。 

「服薬の補佐」とは, 具体的にどのような行為ですか？ 

[複数選択および記述] 

① 薬を飲ませる ・ ②包装の開封・ 

③曜日／時間の仕分け ・ ④錠剤の粉砕／分割・ 

⑤粉薬の水溶き ・ ⑥オブラートに包む・ 

 ⑦その他（その行為は？         ） 

Q7.あなたは, 利用者が服薬中の「薬」について解らないこ

とがある場合, 誰に相談（質問）しますか？ [記述] 

Q8.過去に「薬の扱い」で困ったことはありますか？ それ

はどのようなことでしたか？ [記述] 

Q9.「薬」に関して学習する機会がありますか？ [２択] 

 ①ある ・ ②ない 

Q10.Q9 で①を選んだ方に, その頻度と手段についてお尋

ねします。[複数選択および記述] 

① 定期的 ・ ②不定期 ・ ③必要時・ 

④ 書籍／雑誌 ・ ⑤研修会／講習会・ 

⑥TV／インターネット 

⑦その他（          ） 

Q11.「薬」に関して知りたい内容についてお尋ねします。 

[複数選択および記述] 

① 基本的な注意 ・ ②お薬手帳の活用・ 

③正しい服用方法 ・ ④保存方法・ 

⑤副作用情報の入手・ 

⑥薬や食べ物／サプリメントとの飲み合わせ 

 ⑦その他（           ） 
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用者の薬に関わるさまざまな問題を抱えていることが明確

になった。アンケート回答者からは地元開設の薬学系大学

に対する要望 [Q14] として, 「介護職向けに薬に関する定

期的な勉強会を実施して欲しい」などの意見も多く寄せら

れた。今や大学は学生への教育指導や教員の研究活動はも

ちろん, 地域における社会的取組みも求められている。今

後は今回の調査を反映した具体的な取組みを大学が行うこ

とが必要であろう。 
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   With the aging of society in Japan, reinforcement of nursing services will likely be required and varied types of 
assistance involving medication have become indispensable for patients. Although so-called nursing-care specialists 
such as home helpers and welfare caretakers are not always well-versed in pharmaceutical information, patient 
requests for assistance with medication are rapidly increasing. For the purpose of clarifying the various problems 
involving medication faced by caregivers, we administered a questionnaire. 
Analysis of the results of our survey regarding drug administration revealed that caregivers had considerable interest 
in patient medication in order to confirm proper administration to maintain health and desired a contingency plan for 
unexpected situations. For the survey item regarding past experience with assisting medication administration, 
caregivers who answered ‘yes’ were extremely dominant (85.3% of 93 respondents), demonstrating that such 
assistance had become one of their major service duties, in spite of the fact that most were unable to take time to 
study medications. Accordingly, universities with schools of pharmaceutical sciences are requested to take specific 
actions to contribute to the local community by such efforts as conducting study sessions on medication 
administration for caregivers. 
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